
地
震
を
想
定
し
た

　

地
域
防
災
訓
練
を
実
施

自
主
防
災
会
の
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

地域づくり応援課

（本庁舎 2 階）

0538-37-4751

0538-32-2353

☎

ＦＡＸ

12
月
4
日
㈰
は
地
域
防
災
の
日
で
す

当
日
は
、
各
自
主
防
災
会
で
安
否
確
認
訓

練
を
行
い
ま
す
。
災
害
時
に
は
、
黄
色
い
タ
オ

ル
や
救
護
不
要
カ
ー
ド
を
玄
関
先
に
掲
げ
る

な
ど
、
「
無
事
で
す
、
大
丈
夫
」
を
自
ら
発
信

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

各
避
難
所
で
は
地
域
の
代
表
や
市
職
員
が

協
力
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
踏
ま
え
た
避
難
所
の
受
入
訓
練
な
ど
を

行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
避
難
所
の
感
染
症

対
策
を
確
認
す
る
な
ど
、
地
域
と
市
が
協
力

し
て
訓
練
を
実
施
し
、
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
ち
出
し
品
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

各
家
庭
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
応
し
た
非
常
持
ち
出
し
品
の
確
認
も
行

い
ま
し
ょ
う
。

水
や
食
料
品
な
ど
の
ほ
か
に
、
感
染
症
対

策
と
し
て
マ
ス
ク
、
体
温
計
、
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
液
、
室
内
履
き

（ス
リ
ッ
パ
）
な
ど
を
非
常

持
ち
出
し
品
に
加
え
、
避
難
す
る
際
に
は
各

自
必
要
な
も
の
を
で
き
る
限
り
持
参
し
ま
し
ょ

う
。

ページ番号

1001216

ページ番号

1008954

災
害
時
の
医
療
救
護

一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
に

健康増進課

（i プラザ 3 階）

0538-37-2013

0538-35-4586

☎

ＦＡＸ

医
療
救
護
所

大
規
模
地
震
な
ど
の
発
生
に
よ
り
被
害
が

大
き
く
、
負
傷
者
が
多
数
発
生
し
て
い
る
、

ま
た
、
地
域
の
医
療
機
関
も
被
害
を
受
け
、

診
療
で
き
な
い
場
合
、
地
区
の
拠
点
に
医
療

救
護
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
開
設
予
定
場
所

と
し
て
、
市
内
11
ケ
所
を
指
定
し
て
お
り
、
被

害
が
大
き
く
負
傷
者
が
多
い
地
域
か
ら
順
次

開
設
し
ま
す
。

◉
磐
田
第
一
中
学
校	

◉
神
明
中
学
校

◉
向
陽
中
学
校	

◉
磐
田
南
小
学
校

◉
磐
田
北
小
学
校	

◉
福
田
小
学
校　

◉
福
田
健
康
福
祉
会
館

（リ
フ
レ
Ｕ
）　

◉
豊
田
北
部
小
学
校
・
豊
田
中
学
校	

◉
豊
田
南
中
学
校	

◉
竜
洋
中
学
校	

◉
豊
岡
中
学
校

医
療
救
護
所
の
役
割

負
傷
者
の
重
症
度
と
緊
急
度
を
判
定
し
、

搬
送
や
治
療
の
優
先
順
位
を
付
け
、
応
急
処

置
、
病
院
へ
の
搬
送
の
手
配
を
行
い
ま
す
。

▲黄色いタオル

災害時に玄関先へ掲げることで、 地域

の方に家族の無事を知らせ、 素早い安

否確認につなげます

□ マスク

□ 体温計

□ アルコール消毒液

□ 室内履き （スリッパ）

□ 除菌シート

□ 筆記用具　など

感染症対策用

非常持ち出し品チェックリスト

自分や家族の命を

守るためにできること

・ 棚の扉のロック、 家具の転倒防止

など家の中で危険な状態のものを

なくす

・応急手当用品の準備、 応急手当法

を学ぶ

自分と家族の安全を確認

けが人を発見 ・けがをした

救護所へ搬送 自分で手当て

- 災害時 - - 日頃 -
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ページ番号

1010091

ページ番号

1007916

ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策

　
　
　
　
　

に
つ
い
て
考
え
る

環境課

（西庁舎 1 階）

0538-37-2702

0538-37-5565

☎

ＦＡＸ

急
発
進
抑
制
装
置

　
　

の
設
置
費
を
補
助
し
ま
す

65
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ま
へ

地域づくり応援課

（本庁舎 2 階）

☎

ＦＡＸ

大
切
な
ペ
ッ
ト
を
守
る
の
は
飼
い
主
で
す

0538-37-4751

0538-32-2353

も
し
地
震
な
ど
の
災
害
が
起
き
た
ら
、
ペ
ッ

ト
の
命
は
ど
う
す
れ
ば
守
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

避
難
の
方
法
や
持
ち
出
す
も
の
を
、
事
前
に

家
族
で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

避
難
の
方
法
に
つ
い
て

●
被
害
が
軽
微
で
あ
り
、
在
宅
避
難
が
可
能

な
場
合
は
、
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
自
宅
で
避
難

生
活
を
し
ま
す
。

●
在
宅
避
難
が
困
難
な
場
合
は
、
ペ
ッ
ト
を
連

れ
て
親
戚
・
知
人
宅
な
ど
に
避
難
す
る
か
、

ペ
ッ
ト
を
預
け
ま
す
。

●
避
難
所
に
同
行
避
難
す
る
場
合
は
、
飼
い

主
が
責
任
を
も
っ
て
世
話
を
行
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
の
防
災
グ
ッ
ズ

（例
）

・
水
と
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド

（
5
日
分
ほ
ど
）

・
ケ
ー
ジ
や
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ

・
ト
イ
レ
用
品　

な
ど

災
害
に
備
え
た
事
前
の
準
備

し
つ
け

ケ
ー
ジ
や
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
を
使
用
す
る
こ

と
に
慣
ら
し
、
「
待
て
」
「
お
座
り
」
な
ど

が
で
き
る
よ
う
に
し
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

健
康
管
理

狂
犬
病
予
防
注
射
や
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
、

フ
ィ
ラ
リ
ア
な
ど
の
寄
生
虫
予
防
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

迷
子
防
止

首
輪
に
迷
子
札
や
鑑
札
を
付
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

ペ
ッ
ト
の
防
災
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

▲環境省HP

▲静岡県HP

ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
に
よ

る
重
大
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
自
動
車

に
後
付
け
の
急
発
進
抑
制
装
置
を
設
置
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
者

市
内
に
在
住
し
て
お
り
、
65
歳
以
上

（
令

和
４
年
度
末
日
に
お
い
て
）
で
自
動
車
運

転
免
許
証
を
保
有
し
て
い
る
方

▼
補
助
対
象

後
付
け
急
発
進
抑
制
装
置
の
設
置
費
用

▼
補
助
金
額

限
度
額
1
万
円

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
1
人
1
回

（1
台
）
ま
で

▼
補
助
対
象
器

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
な
ど
に
よ
る

「
急
発

進
抑
制
装
置
」
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
機

能
を
有
す
る
も
の

①
急
発
進
抑
制
タ
イ
プ

自
動
車
の
停
車
時
お
よ
び
除
行
時
に
お
い

て
ア
ク
セ
ル
を
強
く
踏
み
込
ん
だ
場
合
に
セ

ン
サ
ー
が
異
常
を
感
知
し
、
急
加
速
を
抑

制
す
る
機
能

②
障
害
物
感
知
タ
イ
プ

前
方
ま
た
は
後
方
の
障
害
物
を
セ
ン
サ
ー
が

感
知
し
て
い
る
状
態
で
ア
ク
セ
ル
を
強
く
踏

み
込
ん
だ
場
合
に
加
速
を
抑
制
す
る
機
能

▼
申
込
方
法

装
置
の
設
置
前
に
、
左
記
の
書
類
を
地
域

づ
く
り
応
援
課
ま
た
は
各
支
所
へ
提
出

・
交
付
申
請
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

・
運
転
免
許
証
、
自
動
車
検
査
証
、
設
置
に

係
る
見
積
書
の
写
し

※
運
転
免
許
証
・
自
動
車
検
査
証
の
使
用
者
・

申
請
者
の
名
前
と
住
所
が
一
致
し
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
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す
べ
て
の
人
に

 
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

12
月
３
日
～
９
日
は
障
害
者
週
間
で
す

福祉課

（ｉプラザ 3 階）

0538-37-4919

0538-36-1635

☎

ＦＡＸ

　

障
害
者
週
間
は
、
多
く
の
方
が

「
障
が
い
者
の
福
祉
」
に
つ
い
て
興

味
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
へ
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
お
互
い
の
存
在
と
価
値

観
を
尊
重
し
合
い
、
地
域
社
会
の
中
で
共
に
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
を
特
別
視

し
な
い

「心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
を
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

障
が
い
者
・
高
齢
者
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虐
待
か
ら
守
る

　

虐
待
は
虐
待
し
て
い
る
人
に
そ
の
自
覚

が
な
か
っ
た
り
、
虐
待
さ
れ
て
い
る
人
が

声
に
出
せ
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
虐
待
を
早
期
に
発
見
す

る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ
ン
を
見
逃
さ

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

昨
年
は
市
内
に
お
い
て
、
障
が
い
者
か

ら
13
件
、
高
齢
者
か
ら
は
49
件
の
相
談
・

通
報
が
あ
り
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
・
高
齢
者
虐
待
と
は
、
次
の

よ
う
な
行
為
で
す
。

▼
身
体
的
虐
待

た
た
く
、
ベ
ッ
ド
に
縛
る
、
無
理
や
り

食
事
を
口
に
入
れ
る

▼
心
理
的
虐
待

怒
鳴
る
、
無
視
す
る
、
子
ど
も
扱
い

す
る

▼
経
済
的
虐
待

必
要
な
お
金
を
渡
さ
な
い
、
年
金
や

預
貯
金
を
無
断
で
使
う

▼
放
棄
・
放
任

（ネ
グ
レ
ク
ト
）

食
事
を
与
え
な
い
、
医
療
受
診
を
さ

せ
な
い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
さ
せ

な
い

▼
性
的
虐
待

わ
い
せ
つ
な
行
為
、
性
関
係
の
強
要

「虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
ら

　

障
が
い
者
や
高
齢
者
の
中
に
は
、
虐
待

を
受
け
て
い
て
も
我
慢
し
て
い
る
人
も
い

ま
す
。
虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら
、
次
の
相

談
窓
口
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
通
報
者

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

第42回　磐田ふれあい作品展

障がいのある方が制作した絵画や

書道、 工芸、 写真などを展示します

と　き／ 12月７日㈬～ 11日㈰　

ところ／中央図書館１階展示室

火～金曜日は午前９時～午後６時まで

土 ・ 日曜日は午前９時～午後５時まで

※月曜日は休館

▲過去に展示した作品

障害者虐待防止センター ☎・ＦＡＸ 0538-84-6661

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

城山・向陽地域包括支援センター ☎ 0538-36-4865 ＦＡＸ 0538-36-4603

中部地域包括支援センター ☎ 0538-37-1060 ＦＡＸ 0538-37-0550

南部地域包括支援センター ☎ 0538-36-8900 ＦＡＸ 0538-36-8001

豊岡地域包括支援センター ☎ 0539-63-0500 ＦＡＸ 0539-63-0505

豊田地域包括支援センター ☎ 0538-36-1300 ＦＡＸ 0538-36-1301

竜洋地域包括支援センター ☎ 0538-66-9221 ＦＡＸ 0538-66-9222

福田地域包括支援センター ☎ 0538-58-3242 ＦＡＸ 0538-58-3243

磐田警察署 ☎ 0538-37-0110 ―

福祉課生活相談グループ ☎ 0538-37-4797 ＦＡＸ 0538-36-1635

PB
広
報 14

広
報2022年（令和４年） 11月号 2022年（令和４年） 11月号



ページ番号

1001639

Ｄ
Ｖ
に

　
　
　
　

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

こども ・ 若者相談センター

（i プラザ 3 階）

0538-37-2018

0538-37-2812

☎

ＦＡＸ

ス
ト
ッ
プ
児
童
虐
待

　
　
　

こ
ど
も
の
心
と
命
を
守
ろ
う

毎
年
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

こども ・ 若者相談センター

（i プラザ 3 階）

☎

ＦＡＸ

　

子
ど
も
へ
の
体
罰
は
、
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
体
罰
に
寄
ら
な

い
子
育
て
を
推
進
し
、
児
童
虐
待
の
な
い

社
会
を
目
指
し
て
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

11
月
12
日
～
25
日
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間

0538-37-2018

0538-37-2812

　

Ｄ
Ｖ
（ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
は
、

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
、
親
密
な
関
係
に
あ
る
、

ま
た
は
あ
っ
た
人
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴
力
の
こ

と
で
す
。
「
暴
力
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が

存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
単
独
で
起
き
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
何
種
類
か
が
重
な
っ

て
起
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
が

同
時
に
行
な
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
前
で
Ｄ
Ｖ
が
行
な
わ
れ
た
場
合
は

心
理
的
虐
待
に
あ
た
り
ま
す
。

相談窓口 相談方法 相談時間

磐田市女性相談ダイヤル ☎ 0538-37-4844 月～金曜（祝日除く）

8:30 ～ 17:00磐田警察署生活安全課 ☎ 0538-37-0110

DV 相談 ＋
プラス ☎ 0120-279-889

メール・チャット  ▶

24 時間受付（電話・メール）
12：00 ～ 22：00（チャット）

DV 相談ナビ ☎♯ 8008　※最寄りの相談窓口へつながります

静岡県性暴力被害者支援

センター S
そ ら

ORA

☎ 054-255-8710

　　　　チャット  ▶
24 時間受付

C
キ ュ ア

ure t
タ イ ム

ime（性暴力相談） 　　　　チャット  ▶
月・水・土

17：00 ～ 21：00

性犯罪・性暴力被害者のため
のワンストップ支援センター

☎♯ 8891　※最寄りの相談窓口へつながります

性犯罪被害相談電話 ☎♯ 8103　※最寄りの相談窓口へつながります

Ｄ
Ｖ
と
は
？

身
近
で
Ｄ
Ｖ
に
気
付
い
た
ら

　

①
被
害
を
受
け
て
い
る
人
を
責
め
た
り
、
話

を
否
定
し
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

②

「あ
な
た
は
悪
く
な
い
」
と
伝
え
て
く
だ

さ
い

　

③
下
記
の
相
談
窓
口
を
紹
介
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い

緊
急
時
は
迷
わ
ず
１
１
０
番
へ

通
報
し
て
く
だ
さ
い

ページ番号

1001638

「し
つ
け
の
つ
も
り
」
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　

「児
童
虐
待
」
に
な
り
ま
す

・
何
度
も
注
意
し
た
け
ど
言
う
こ
と
を
聞

か
な
い
の
で
、
頬
を
た
た
い
た

・
い
た
ず
ら
を
し
た
の
で
、
長
時
間
正
座

を
さ
せ
た

相談窓口 相談方法

児童相談所
全国共通ダイヤル

☎ 1
い

8
ちはやく

9
休日・夜間問わず
365 日、24 時間対応

こども・若者
相談センター

☎ 0538-37-2018
月～金　※祝日除く
8：30 ～ 17：15

こども
相談ダイヤル

☎ 0538-35-4317
月～金　※祝日除く
8：30 ～ 17：00

※相談者の秘密は守られます

「児童虐待かな?」 と思ったら相談を！

児童虐待とは？
児童虐待は、 子どもの心身の

成長や人格の形成に重大な影

響を与える行為です。 児童虐

待は主に次の 4種類です。

▶身体的虐待

たたく、 殴る、 蹴る、 投げ落

とす、 激しく揺さぶる、 やけ

どを負わせる、 溺れさせる　

など

▶性的虐待

子どもへのわいせつな行為、

性関係を強要する、 性器を触

るまたは触らせる　など

▶ネグレクト （育児放棄）

家に閉じ込める、 食事を与え

ない、 ひどく不潔にする、 車

の中に放置する　など

▶心理的虐待

言葉で脅す、 無視、 きょうだ

い間での差別的扱い、 子ども

の前で家族に暴力を振るう　

など
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ページ番号

1011754

「救
急
情
報
シ
ー
ト
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　

 

活
用
を
！

「
も
し
も
」
に
備
え
ま
し
ょ
う

高齢者支援課

（ｉプラザ 3 階）

0538-37-4831

0538-37-6495

☎

ＦＡＸ

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
と
は

　

自
分
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
緊
急
連
絡

先
や
持
病
、
服
用
し
て
い
る
薬
、
か
か
り

つ
け
医
な
ど
の
情
報
を
記
載
し
た
シ
ー
ト

を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
に
入
れ
保
管

し
て
お
き
ま
す
。
そ
し
て
、
１
１
９
番
通

報
な
ど
の
緊
急
時
に
駆
け
つ
け
た
救
急
隊

員
や
救
護
者
が
、
本
人
や
家
族
か
ら
聞
き

取
り
が
で
き
な
い
場
合
な
ど
に
活
用
し
て

い
ま
す
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
シ
ー
ト

の
見
直
し
を
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
高
齢
者
な
ど
の
見
守
り
事
業

の
一
環
と
し
て
、
各
地
区
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

定
期
的
に
各
家
庭
を
訪
問
し
て
シ
ー
ト

の
内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地

区
も
あ
り
ま
す
が
、
活
動
の
継
続
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
、
市
消
防
本
部
、
市
立
総

合
病
院
の
三
者
で
検
討
を
行
い

「
救
急
情

報
シ
ー
ト
」
と
し
て
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。
項
目
を
最
小
限
に
し
、
記
入
や
内
容

確
認
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え

て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
救
急
搬
送
を

円
滑
に
行
う
た
め
の
情
報
を
確
保
す
る
こ

と
が
、
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

救急医療情報キット

救
急
情
報
シ
ー
ト
つ
い
て

磐
田
市
に
お
住
ま
い
の
人
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

◉
救
急
情
報
シ
ー
ト
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
お
り
、
高
齢
者
支
援
課
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
消
防
署
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
（
10
枚
以
上
必
要

な
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

◉
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
容
器
と
ス
テ
ッ
カ
ー
は
新
た
に

配
布
し
ま
せ
ん
。
器
が
な
く
て
も
、
救

急
隊
員
の
目
に
留
ま
り
や
す
い
場
所

（冷
蔵
庫
の
扉
や
壁
）
に
透
明
の
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
に
入
れ
て
、
貼
る
な
ど
し
て

あ
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。
保
険
証
や
お

薬
手
帳
な
ど
と
一
緒
に
保
管
し
て
あ
れ

ば
、
「
も
し
も
」
の
と
き
の
情
報
伝
達

が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す

◉
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方

は
、
現
在
の
シ
ー
ト
を
そ
の
ま
ま
活
用

し
て
い
た
だ
い
て
構
い
ま
せ
ん

シート （裏） シート （表）
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ページ番号

1011726

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

住
民
税
非
課
税
世
帯
と
家
計
急
変
世
帯
が
対
象
で
す

福祉課

（i プラザ 3 階）

0538-31-5201

0538-36-1635

☎

ＦＡＸ

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど
の
価
格
高
騰

に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、
特
に
家
計
へ
の
影

響
が
大
き
い
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し

て
、
緊
急
支
援
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

給
付
額

１
世
帯
当
た
り
５
万
円

給
付
対
象

①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

令
和
4
年
9
月
30
日
時
点
で
磐
田
市
の
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
世
帯
全

員
の
令
和
４
年
度
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税

で
あ
る
世
帯

②
家
計
急
変
世
帯

①
以
外
の
世
帯
で
、
予
期
せ
ず
令
和
４
年

中
の
収
入
が
減
少
し
、
世
帯
全
員
の
年
収
見

込
み
額
が
、
住
民
税
均
等
割
非
課
税
相
当
と

み
な
さ
れ
る
世
帯

ページ番号

1006963

事
業
承
継
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

事
業
の
承
継
を
お
考
え
の
方
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

産業政策課

（西庁舎 1 階）

0538-37-4904

0538-37-5013

☎

ＦＡＸ

現
在
、
多
く
の
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者

の
皆
さ
ん
が
事
業
承
継
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
方
法

に
つ
い
て
悩
ん
で
い
ま
す
。
後
継
者
の
育
成
も

考
え
る
と
、
事
業
承
継
の
準
備
に
は
、
5
年
～

10
年
ほ
ど
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
会
社

の
大
き
な
転
機
と
な
る
事
業
承
継
に
は
早
め
の

準
備
、
計
画
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
市
内
中
小
企
業
な
ど
の
皆
さ
ん

に
こ
れ
か
ら
も
円
滑
に
事
業
を
運
営
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
「
磐
田
市
事
業
承
継
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
共
に
、
皆
さ
ん
の
培
っ
て
き
た
あ

ら
ゆ
る
経
営
資
源
の
継
続
・
発
展
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

事
業
承
継
に
つ
い
て
お
悩
み
の
方
・
ご
検
討

さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
者

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
や
小

規
模
事
業
者
の
方
な
ど

手
続
き
方
法

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

11
月
16
日
か
ら
対
象
候
補
世
帯
に

「
確
認

書
」
を
順
次
送
付
し
て
い
ま
す
。
世
帯
主
の

方
は
支
給
要
件
に
該
当
す
る
か
確
認
し
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
令
和
５
年
１
月
31
日

㈫
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い

②
家
計
急
変
世
帯

申
請
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
申
請
書
類

の
入
手
方
法
や
詳
細
、
提
出
方
法
に
つ
い
て
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先

（コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

磐
田
市
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
緊
急
支
援
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
3
8

－

3
1

－

5
2
0
1

開
設
時
間
：
9
時
～
17
時

（
土

・
日

・
祝
日

と
年
末
年
始

（
12
月
29
日
～
1
月
3
日
）
を

除
く
）

磐田市事業承継支援ネットワーク

●何から始めたらよいか分からない

●後継者が決まっていないけれど ...

●従業員に継がせる？　M&A？

●廃業を考えているが ...

●後継者として期待されているけど ...

●磐田市

●磐田商工会議所

●磐田商工会

●金融機関

●東海税理士会磐田支部

磐田市内

事業者の皆さま

相談

サポート

磐田市事業承継支援

ネットワーク



ページ番号

1009075

犯
罪
被
害
を
受
け
た
方
が

平
穏
な
生
活
に
戻
る
た
め

あ
る
日
突
然
、
犯
罪
の
被
害
を
受
け
る可

能
性
が
あ
り
ま
す

市民相談センター

（本庁舎１階）

0538-37-4746

0538-39-2262

☎

ＦＡＸ

生
命
を
奪
わ
れ
る
、
最
愛
の
家
族
を
失
う
、

心
身
に
傷
を
負
う
な
ど
の
被
害
だ
け
で
な
く
、

周
囲
の
理
解
不
足
や
う
わ
さ
話
、
誹
謗
中
傷

な
ど
に
よ
る
二
次
被
害
に
も
苦
し
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
に
は
、
犯
罪
の

予
防
は
も
ち
ろ
ん
、
犯
罪
の
被
害
を
受
け
た
方

に
対
す
る
適
切
な
支
援
と
人
権
を
尊
重
し
た

対
応
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
被
害
を
受
け
た
方
が
今
ま
で
通

り
の
平
穏
な
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、
社
会
全

体
で
支
え
る
こ
と
を
目
的
に
犯
罪
被
害
者
等

を
支
援
し
ま
す
。

二
次
被
害
と
は

被
害
を
受
け
た
こ
と
を
人
に
知
ら
れ
る

（取

材
な
ど
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
含
む
）

と
差
別
や
偏
見
の
対
象
と
な
る
、
と
い
っ
た
事

実
や
本
人
の
思
い
込
み
に
よ
り
対
人
関
係
を

遮
断
す
る
こ
と
で
、
近
所
や
職
場
、
学
校
な

ど
と
の
交
友
関
係
が
希
薄
と
な
り
、
社
会
的

に
孤
立
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
差
別
や
偏

見
以
外
に
も
、
好
意
で
行
う
周
囲
の
励
ま
し

が
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
犯
罪
被

害
者
等
の
人
権
を
擁
護
す
る
た
め
、
地
域
に

広
く
啓
発
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

犯
罪
の
被
害
を
受
け
た
皆
さ
ん
の

相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す

こ
の
窓
口
は
、
相
談
内
容
か
ら
必
要
と
思

わ
れ
る
情
報
を
お
伝
え
し
、
ご
希
望
に
応
じ

て
窓
口
へ
の
橋
渡
し
を
行
い
ま
す
。

ご
相
談
は
お
電
話
ま
た
は
F
A
X

で
お
伝

え
い
た
だ
く
か
、
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ページ番号

1007784

12
月
４
日
～
10
日
は

「人
権
週
間
」
で
す

人
権
を
正
し
く
理
解
し

差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会
を
目
指
そ
う

福祉課

（i プラザ３階）

0538-37-4814

0538-36-1635

☎

ＦＡＸ

国
際
連
合
は
１
９
４
８
年

（
昭
和
23
年
）
12

月
10
日
の
第
３
回
総
会
で
、
「
世
界
人
権
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
12
月
10
日
を

「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
12
月
４
日
～
10
日
を

「
人
権
週

間
」
と
定
め
、
全
国
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
尊

重
思
想
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
と
は

誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
幸
せ
に
、
自

分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
権
利
で
す
。

高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
性
的
少
数

者
な
ど
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

人
権
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
周
り
の
人
の

人
権
を
尊
重
す
る
意
識
を
持
ち
、
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す

人
権
擁
護
委
員
と
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
全

国
の
市
町
村
に
約
１
万
４
千
人
が
配
置
さ
れ
、

法
務
局
や
自
治
体
と
連
携
し
人
権
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

磐
田
市
の
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
紹
介

▼
相
談

・
月
１
回
の

「人
権
身
の
上
相
談
」

（原
則
、
第
１
木
曜
日
の
開
催
）

▼
活
動
内
容

・
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た

「
子
ど
も
の
人
権

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
」
事
業

・
小
中
学
校
や
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
出
向
い

て
の

「人
権
教
室
」

・
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
と
連
携
し
た
啓
発

・
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

関
連
書
籍
と
制
度
の
紹
介

と
き　

11
月
26
日
㈯
～
12
月
1
日
㈭

場
所　

中
央
図
書
館
１
F
フ
ロ
ア

内
容　

被
害
者
の
手
記
や
支
援
制
度
に
関

す
る
書
籍
の
紹
介
、
犯
罪
被
害
者

等
支
援
制
度
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ

シ
を
掲
示
し
ま
す

▲ジュビロ磐田と連携した啓発

▲学校での人権教室

PB
広
報 18

広
報2022年（令和４年） 10月号 2022年（令和４年） 11月号


